
どんな研究？ どこが凄い？ どんな風に役立つ？ 
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Title: Conversation space by physical augmentation of head motions 

動くディスプレイで会話が伝わる 
～頭部運動の動的補強表現に基づく会話場再構成～ 

人と人とのコミュニケーションの
仕組みを探り、それをコミュニ
ケーションシステムの設計に活用
するための研究を進めています。
本展示では、遠隔映像通信の要素
技術の一つとして、人の振る舞い
や会話の様子をより分かりやすく
伝えるための新しい表示方式・表
示デバイスを紹介します。 

「ダイナミックディスプレイ」と
呼ぶ、新しい会話場面の表示方式
を提案しました。このディスプレ
イは、会話者の頭の動きに連動し
て動くよう制御され、人の頭の動
きが強調されて表現されます。そ
の結果、視線の方向や話し掛ける
相手などが分かりやすく、また、
存在感を高めることができます。 

将来的には、遠隔にいる人があた
かもその場にいるかのような存在
感を感じながら話ができる遠隔会
議システムの実現が期待できます。
また、コミュニケーション科学の
分野において、様々な人の行動の
分析と表現を探るための研究プ
ラットフォームとしても活用が期
待されます。 
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顔追跡 背景除去 マッピング 

実際の会話場面 

ダイナミック・ディスプレイ 
（ダイナミック・プロジェクション）  

“MMSpace” システム 

制御信号生成 スピーカー 
アクチュエータ 

プロジェクタ 

スクリーン 特 
徴 

人物の頭部運動をスクリーンの 
物理運動として補強して表現 

頭部姿勢と同期して 
スクリーンの姿勢を動的に制御 

枠無し透明スクリーンへの背景なし・ 
等身大画像の投影による高い存在感 

スクリーンに映った画像上の人の動きと，スクリーン自体の物理的な運動との相乗作用により、見る者にとって 

視線方向（注意の方向）がより分かりやすい 話し手の話し掛ける相手（受け手）がより正確にわかる 

効 
果 

頭部姿勢[deg] 
（首振り方向） 

時間 
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